
【資料①】地方創生推進交付金・地方創生拠点整備交付金実績

評価指標 目標値 実績値
No. 交付金対象事業名 事業概要 事業内容 事業費（円）

交付対象経費
（円）

重要事業評価指標

1

ASAトライアング
ル（南あわじ・鳴
門・東かがわ）を
結ぶ、サイクリン
グツーリズム推進
事業
<推進交付金>

 現在、しまなみ海道や淡路
島において盛んに行われて
いるサイクリングツーリズ
ムを圏域に呼び込むため、
南あわじ市と鳴門市の間の
自転車輸送の実現をはじ
め、３市をつなぐサイクリ
ングロードを設定し、多言
語表示板の設置、レンタサ
イクルなどの環境整備やPR
を行うことにより、３市の
交流人口を増加させるとと
もに、サイクリングやラン
ニング等気軽にスポーツに
親しむことによる健康づく
りと地域経済の活性化を図
る。

①平成２９年１０月より、鳴門海峡の自転車輸
送を開始。
②「ASAサイクリングコース」の設定。
③サイクリストを温かくもてなすための取り組
みに積極的な飲食店等１９施設を「おもてなし
スポット」として指定。
④「サイクリングコース」や「おもてなしス
ポット」を掲載した「ASAサイクリングコース
マップ」を製作。
⑤ASAサイクリングコースや自治体の魅力につ
いて映像を用いて全国的に情報発信するため、
ＰＲ動画を作成。
⑥島田島ハーフマラソンの開催や、鳴門・南あ
わじ渦潮ファンライドを報知新聞社と共催で行
うなど、関連イベントを実施。（ハーフマラソ
ン参加者1,344人、ファンライド参加者410
人）

39,227,406 39,227,406

①3市の交
流人口増加
数

②南あわ
じ・鳴門間
を渡った自
転車台数

①6,000

②2,000

①498

②88

サイクリングコースマップ
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【資料①】地方創生推進交付金・地方創生拠点整備交付金実績

評価指標 目標値 実績値
No. 交付金対象事業名 事業概要 事業内容 事業費（円）

交付対象経費
（円）

重要事業評価指標

＜推進交付金分＞
本市が名実ともに四国の
ゲートウェイとなるため、
四国の食、祭り、文化等を
紹介するイベントや本市の
魅力を発信する広報、市内
の幹線道路に、民間事業者
等と協力し、産直市や観光
案内施設、休憩所などを交
流拠点施設として整備でき
る環境づくりを行う。

①「四国のゲートウェイ拠点施設整備基本計画
検討委員会」を開催し、今後の方針や基本計画
の策定に向けた提言を取りまとめた。
②「四国の肉グルメ＆祭りフェス」や「ＮＡＲ
ＵＴＯ　ＡＲＴ　ＧＡＴＥ　ＩＬＬＵＭＩＮＡ
ＴＩＯＮ　２０１７」など、県内外からの集客
を図るイベントを実施。（肉フェス来場者数
15,000人、イルミ来場者数23,000人）
③「光の門」として、「ＮＡＲＵＴＯ　ＡＲＴ
ＧＡＴＥ　ＩＬＬＵＭＩＮＡＴＩＯＮ　２０１
７」で使用したガラスモニュメントと空間デザ
インを鳴門駅前足湯横に設置。
④鳴門市プロモーション動画「鳴門たび」を作
成し、県内外に情報発信を実施。

71,313,623 71,313,623

＜県全体＞
①５年間の
延べ宿泊者
の増加人数
（万人）

②５年間の
外国人延べ
宿泊者の増
加人数（万
人）

①185

②15

①△52

②７

＜拠点整備交付金分＞
本市にとっての交通の要衝
であり、観光の拠点とも
なっている、JR鳴門駅につ
いて、駅前ロータリーをお
遍路やドイツ館、渦潮など
鳴門の名所等を紹介するこ
とを目的とした整備を行
い、またバス停改修、休憩
所の設置、足湯、レンタサ
イクルを設置し、さらに駅
舎北側テナントスペースを
案内所及びアンテナスペー
スとして整備することで、
駅前の景観改善と利便性向
上、本市の情報発信と地場
産業紹介拠点とする。

①平成28年度に策定した実施設計に基づき、駅
前ロータリー改修工事に着手し、バス停改修、
休憩所・足湯の設置、観光案内所の整備を完
了。
②ロータリー南側の一部について平成30年度に
繰越。

66,526,584 63,779,400

①テナント
利用者数

②レンタサ
イクル利用
者数

①―

②―

①―

②―

2

「四国のゲート
ウェイ化」推進事
業（四国のゲート
ウェイを起点とし
た「おどる宝島★
とくしま観光・文
化プログラム」発

信戦略）
＜推進交付金・拠
点整備交付金＞

足湯
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【資料①】地方創生推進交付金・地方創生拠点整備交付金実績

評価指標 目標値 実績値
No. 交付金対象事業名 事業概要 事業内容 事業費（円）

交付対象経費
（円）

重要事業評価指標

3

「なると第九」及
び板東俘虜収容所
の歴史を活用した
ローカルブラン

ディングの推進事
業

＜推進交付金＞

本市では、「アジア初演
「なると第九」ブランド化
プロジェクト」を策定して
おり、その中で産学官民連
携のもと、各種取組を実施
する。具体的には、「なる
と第九」のブランド化を促
進するユネスコ世界記憶遺
産への登録推進や演奏会の
実施、「なると第九」を活
用したツアー開発や土産
品・グッズ開発などの実施
による周知啓発、「なると
第九」100周年に向けた準
備と100周年でのイベント
開催などを実施する。

①観光産業化推進（FMラジオ番組制作、桂文枝
「なると第九」創作落語公演、ウォーキングイ
ベント開催、「なると第九」記録動画撮影、イ
ルミネーション設置等）
②次世代育成（幼小中での「なると第九」現地
学習・歴史学習・合唱講習、ジュニア演奏会実
施準備）
③啓発ＰＲ（小中での映画「バルトの楽園」上
映、巡回パネル展開催、県内外イベントでのＰ
Ｒ活動、広報啓発グッズの作成配布等）
④演奏会実施（文化会館演奏会、大塚国際美術
館演奏会、アフター交流会）
⑤収容所跡地環境向上（ドイツ村公園周辺除草
剪定）
⑥ユネスコ「世界の記憶」のための推進事業
（収容所開所100周年イベントの開催、資料の
整理・台帳作成、資料調査検討委員会開催（県
教育委員会と共同）、資料保存管理調査検討会
開催、「保存管理計画」策定作業開始、所蔵資
料のレプリカ作成、企画展示・講演会の開催）

33,367,461 30,263,845

①ドイツ館
周辺に来る
観光客増加
数

②第九を歌
える園児・
学生の人数

①10,000
人

②500人

①13,829
人

②1,458人

演奏会
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